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表紙の写真：多奈川小学校ふれあいもちつき大会
　12月８日、多奈川小学校で、PTA主催による「多
奈川小学校ふれあいもちつき大会」が開催されました。
　最初はぎこちなく杵をついていた子どもたちも、
途中からはみんな揃って「よいしょー！！」という
かけ声とともに、力いっぱいお餅をペッタンコ！！
　つきたてのお餅は雑煮、きなこ、砂糖醤油の３つ
の味でいただきます。日頃お世話になっている地域
の方にお餅のリクエストを聞いてまわる子どもた
ち。できたてほやほやの温かいお餅をみんなで一緒
に食べると、身体だけじゃなく心もほっこりと温
まって幸せな気持ちになりました。
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進
め
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
町
は
、淡
輪
、深
日
、孝
子
、

多
奈
川
の
４
つ
の
小
学
校
区
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
誇
り
と
文
化
を
醸

成
し
て
き
た
歴
史
あ
る
町
で
す
。
都
会

で
は
薄
れ
て
し
ま
っ
た
人
と
人
と
の
絆

が
岬
町
で
は
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
「
地
域
の
力
」
を
活
か
し
た

「
ま
ち
の
価
値
」
を
高
め
る
行
事
や
活

動
が
身
近
に
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
各
小
学
校
の
地
域
安
全
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
た
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
各
地
区
の
集
会
所
な
ど
で
の

「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」
活
動
、
公
民
館
や

体
育
館
な
ど
で
の
文
化
発
表
会
や
人
権

セ
ミ
ナ
ー
、
野
球
や
柔
道
な
ど
の
競
技

大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
他
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
林
間
学
校
や

国
際
交
流
ま
つ
り
、
岬
ゆ
め
・
み
ら
い

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
い
て
も
多
種
多
様

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
４
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
町
の
行
政

運
営
に
対
し
ま
し
て
、
日
頃
か
ら
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
岬
町
は
第
４
次
総
合
計
画
及
び
第
２

次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
も
と
づ
き
「
豊

か
な
自
然
、心
か
よ
う
温
も
り
の
ま
ち
、

み
さ
き
」の
将
来
像
の
実
現
に
む
け
て
、

「
温
か
み
の
あ
る
行
政
」
を
念
頭
に
「
ま

ち
の
価
値
」
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を

に
な
っ
て
、
得
意
な
分
野
で
活
躍
す
る

こ
と
で
、
大
き
な
力
に
な
っ
て
ま
ち
を

元
気
に
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
々
で

輝
い
て
い
る
町
を
私
は
誇
り
に
感
じ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
第
二
阪
和
国
道
は
平
成
27
年

に
開
通
す
る
予
定
で
す
が
、
淡
輪
ラ
ン

プ
付
近
で
の
「
道
の
駅
」
の
整
備
、
深
日

港
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
町
を
訪
れ
る
交
流
人

口
の
増
加
が
促
進
さ
れ
、
地
域
経
済
は

必
ず
活
性
化
す
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
視
野
を
広
げ
て
み
ま
す
と
、
岬

町
は
雄
大
な
大
阪
湾
の
入
口
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
町
の
中
心
に
あ
る
深
日
港

の
資
源
を
活
か
し
、
海
路
で
淡
路
島
を

結
べ
ば
大
阪
湾
を
周
遊
す
る
旅
立
ち
の

町
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
関
西
国
際
空
港
に
近
い
利
点

を
活
か
し
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る
海
外

か
ら
の
旅
行
者
が
、
深
日
港
か
ら
淡
路

島
へ
ク
ル
ー
ズ
し
、神
戸
や
大
阪
へ
と
、

関
西
国
際
空
港
を
起
点
に
南
ま
わ
り
で

大
阪
湾
を
ゆ
っ
た
り
と
観
光
す
る
、
そ

ん
な
ル
ー
ト
を
構
築
す
れ
ば
大
阪
湾
の

旅
立
ち
の
町
と
し
て
必
ず
賑
わ
っ
て
い

き
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
岬
町
は
、
飛
躍
し
発

展
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
備
え
て
い
ま

す
の
で
、
町
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
、

「
ま
ち
の
価
値
」
を
さ
ら
に
高
め
て
い

く
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、

み
な
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
実
り

多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

飛
躍
「
ま
ち
の
価
値
」
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り

岬町長
田代　堯

深日港いきいきフェアーの様子
（平成 24 年９月 17 日開催）
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◆
11
月
の
主
な
活
動

1
日
　
阪
南
市
・
岬
町
第
二
阪
和
国

　
　
　
道
延
伸
連
絡
協
議
会

２
日
　
町
村
議
長
会
正
副
議
長
研
修
会

３
日
　
文
化
祭
開
会
式

６
日
　
議
会
運
営
委
員
会

８
日
　
農
業
委
員
会

９
日
　
岬
町
・
岬
町
長
生
会
連
合
会

　
　
　
共
催
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
都
市
計
画
審
議
会

10
日
　
教
育
フ
ェ
ス
タ

13
日
　
南
部
地
区
議
長
会
視
察
研
修

14
日
　
全
国
町
村
議
会
議
長
大
会

（
～
15
日
）

15
日
　
例
月
監
査

16
日
　
泉
州
南
ブ
ロ
ッ
ク
消
防
広
域

化
協
議
会
市
町
議
会
連
絡
会

25
日
　
人
権
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

26
日
　
全
員
協
議
会

　
　
　
農
業
委
員
会

27
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

を
支
援
す
る
体
制
を
構
築
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
格
的
な
復
興

に
向
け
た
歩
み
は
遅
く
、
国
と
地
方
が

力
を
合
わ
せ
て
総
合
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
、
想
定
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
、
首
都
直
下
型
地
震
等

の
大
規
模
地
震
や
台
風
、
集
中
豪
雨
等

に
よ
る
大
規
模
災
害
に
備
え
、
災
害
対

策
を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
と
、
昨
年

11
月
14
日
第
56
回
町
村
議
会
議
長
全
国

大
会
に
お
い
て
決
議
、
国
に
要
望
を
い

た
し
ま
し
た
。

　
岬
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地

域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
想
定
外
被
害

の
計
画
策
定
に
よ
る
「
安
全
で
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
議
会
が
一

丸
と
な
り
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
関
西
国
際
空
港
二
期
事
業
土

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や

か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
か
ら
何
か
と
町
議
会
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、

我
が
国
に
と
っ
て
未
曾
有
の
大
震
災
を

も
た
ら
し
、
そ
の
影
響
は
全
国
的
に
及

ん
で
い
ま
す
。

　
国
は
、こ
れ
ま
で
様
々
な
財
政
措
置
、

所
要
の
法
整
備
を
行
う
な
ど
、
被
災
地

砂
採
取
跡
地
、
多
目
的
公
園
事
業
の
企

業
誘
致
に
つ
い
て
、
皆
様
に
大
変
ご
心

配
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
昨
年
、
株

式
会
社
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
と
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
二
社
が
安
全
祈
願
祭

を
終
え
て
本
年
中
に
太
陽
光
発
電
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
澄
み
き
っ
た
青
空
、
き
れ
い
な
海
、

緑
豊
か
な
自
然
環
境
を
大
切
に
行
政
と

連
携
を
図
り
、
住
民
の
皆
様
の
声
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
よ
り
豊
か
で
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

岬町議会議長
田島　乾正
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都
市
公
園
区
域
の
一
部
変
更
に
よ
り

 
新
た
に
固
定
資
産
税
を
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
　

南
海
電
鉄
と
の
訴
訟
の
結
果
に
つ
い
て
（
報
告
）

　
み
さ
き
公
園
は
、
岬
町
と
南

海
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下

「
南
海
電
鉄
」
と
い
う
。）
が
共

存
共
栄
の
精
神
を
も
っ
て
、
岬

町
が
設
置
し
た
都
市
公
園
で

す
。
ま
た
、
こ
の
公
園
は
、
岬

町
が
南
海
電
鉄
よ
り
公
園
用
地

を
無
償
借
地
し
て
、
南
海
電
鉄

に
公
園
施
設
の
設
置
並
び
に
維

持
管
理
を
南
海
電
鉄
に
許
可

し
、
南
海
電
鉄
は
岬
町
に
都
市

公
園
使
用
料
を
支
払
っ
て
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
16
年
４
月
の

都
市
公
園
法
の
改
正
を
契
機
と

し
て
、
岬
町
は
南
海
電
鉄
か
ら

の
協
議
申
出
を
受
け
、
み
さ
き

公
園
の
う
ち
、
ゴ
ル
フ
場
部
分

を
都
市
公
園
区
域
か
ら
除
外
及

び
み
さ
き
公
園
駅
前
区
域
の
再

開
発
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
結
果
に
基
づ
く
基

本
契
約
書
（
平
成
19
年
６
月
締

結
）
に
お
い
て
、
南
海
電
鉄
か

ら
の
都
市
公
園
使
用
料
の
支
払

い
に
替
え
て
、
平
成
20
年
度
か

ら
固
定
資
産
税
の
課
税
に
変
更

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
経
た
後

に
、
南
海
電
鉄
が
、
み
さ
き
公

園
用
地
に
係
る
平
成
20
年
度
固

定
資
産
評
価
額
に
対
し
て
不
服

の
申
立
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り

訴
訟
が
始
ま
り
、
平
成
24
年
10

月
を
も
っ
て
終
結
し
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
の
経
過
と
こ
れ
に
係

る
町
財
政
へ
の
影
響
な
ど
に
つ

い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

◆
訴
訟
経
過
に
つ
い
て

　
こ
の
訴
訟
の
経
過
と
確
定
し

た
判
決
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
下

記
の
表
‐
１
・
表
‐
２
の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
南
海
電
鉄
は
、
岬
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
に
対
し
て

固
定
資
産
評
価
額
に
対
す
る
審

査
請
求
を
行
い
ま
し
た
が
棄
却

さ
れ
、
そ
の
審
査
決
定
の
取
消

を
求
め
る
た
め
、
大
阪
地
方
裁

判
所
に
提
訴
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
岬
町
は
大
阪
地
方

裁
判
所
の
判
決
内
容
を
不
服
と

し
て
大
阪
高
等
裁
判
所
に
控
訴

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
南

海
電
鉄
は
大
阪
高
等
裁
判
所
の

判
決
内
容
を
不
服
と
し
て
最
高

裁
判
所
に
上
告
を
行
い
、
岬
町

は
こ
れ
に
合
わ
せ
て
附
帯
上
告

を
行
い
ま
し
た
が
、
最
高
裁
は

双
方
の
申
立
を
棄
却
し
結
審
と

な
り
、
大
阪
高
等
裁
判
所
の
判

決
内
容
が
確
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
訴
訟
の
内
容
は
、

み
さ
き
公
園
用
地
（
ゴ
ル
フ
場

及
び
遊
園
地
）
の
評
価
の
方
法

を
争
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し

て
、
本
町
が
決
定
し
た
固
定
資

産
評
価
額
の
約
82
％
が
認
め
ら

れ
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
訴
訟
の
結
審
に
よ
り
、

み
さ
き
公
園
用
地
に
係
る
固
定

資
産
税
額
が
確
定
し
、
本
町
が

決
定
し
た
固
定
資
産
評
価
額
に

基
づ
き
課
税
し
た
税
額
と
の
差

額
を
、
南
海
電
鉄
に
還
付
す
る

手
続
を
行
い
ま
し
た
。

表 ‐ １　訴訟の経過について

岬町と南海電鉄は新たな基本契約を締結し、この契約により都市公園使用
料から固定資産税課税に変更する。
南海電鉄は固定資産評価額を不服として、固定資産評価審査委員会に審査
申出を行ったが、同委員会は同年８月に不服申立を棄却決定する。
南海電鉄は、大阪地方裁判所に対し、固定資産評価審査棄却決定取消請求
の訴えを提起する。
大阪地方裁判所は南海電鉄の主張をほぼ認める判決を行う。
岬町は判決内容を不服として、大阪高等裁判所に対して控訴する。
大阪高等裁判所は岬町の主張をほぼ認める判決を行う。
南海電鉄は判決内容を不服として、最高裁判所に対して上告する。岬町は
同年４月に最高裁判所に附帯上告を行う。
最高裁は南海電鉄及び岬町の主張を棄却決定する。

平成 19 年６月

平成 20 年６月

平成 21 年１月

平成 22 年６月
平成 22 年７月
平成 24 年１月
平成 24 年２月

平成 24 年 10 月
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◆
訴
訟
に
係
る
町
財
政
へ

　
の
影
響
に
つ
い
て

　
今
回
の
訴
訟
の
結
審
に
伴

い
、
南
海
電
鉄
へ
の
還
付
税
額

（
還
付
加
算
金
を
含
む
）
及
び

こ
れ
ま
で
の
訴
訟
に
要
し
た
費

用
は
、表
‐
３
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
南
海
電
鉄
へ
の
還

付
税
額
（
標
準
税
率
相
当
分

約
１
億
１
０
０
０
万
円
に

限
る
）
の
う
ち
約
75
％
相
当

額
（
約
８
２
０
０
万
円
）
が
、

平
成
25
年
度
以
降
の
地
方
交

付
税
で
補
て
ん
さ
れ
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
今
回
確
定
し

た
み
さ
き
公
園
に
係
る
固
定

資
産
税
額
は
、
平
成
20
年
度

分
で
約
１
億
３
７
０
０
万
円

（
参
考
：
平
成
24
年
度
分
約

１
億
２
９
０
０
万
円
）と
な
り
、

平
成
19
年
度
以
前
の
都
市
公
園

使
用
料
（
約
９
８
０
０
万
円
）

を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
南
海
電
鉄
と
の
訴
訟
に

お
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
様

に
は
多
大
な
る
ご
心
配
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
今
般
の
訴
訟
の

結
審
内
容
を
踏
ま
え
、
今
後
も

よ
り
一
層
の
固
定
資
産
の
評
価

及
び
賦
課
事
務
の
適
正
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

区分 岬町の評価内容 南海電鉄の主張 確定判決の内容

ゴルフ場用地に係る評
価方法

国が通知するゴルフ場用地
評価方法とする。ただし、
潰れ地以外の土地の割合は
60％とする。

同左。ただし、潰れ地以外
の土地の割合は 50％とす
る。

国が通知するゴルフ場用地
評価方法とする。ただし、
潰れ地以外の土地の割合は
60％とする。

遊園地用地に係る評価
方法

宅地に準じた雑種地の評価
方法により評価する。

国が通知するゴルフ場用地
評価方法とする。ただし、
潰れ地以外の土地の割合は
50％とする。

国が通知するゴルフ場用地
評価方法とする。ただし、
潰れ地以外の土地の割合は
60％とする。

表 ‐ ２　確定した判決の主な内容

年度 固定資産税還付額
（標準税率相当額） 還付加算金 弁護士費用

（着手金・成功報酬）
訴訟資料作成
及び訴訟印紙 合計

20 　　26 （22） ５ ２ 33
21 　　27 （22） ４ 31
22 　　27 （22） ２ １ ２ 32
23 　　27 （22） １ １ 29
24 　　26   （22） ３ 29

合計 　　133（110） 12 ７ ２ 154

表 ‐ ３　訴訟に係る町財政への影響について

出張！「福祉なんでも相談」！

▼問合せ　税務課　☎ 492 ‐ 2757

▼日時・場所
○喫茶たまり場（みんなのたまり場）
　第 1火曜日　10時 30分～ 13時
○喫茶めだか組（多奈川小学校）
　第２水曜日　13時～ 16時
○ふれあい喫茶（深日会館）
　第３水曜日　10時～ 12時
○オークワ岬店
　第４水曜日　10時～ 13時

　「福祉なんでも相談」では、健康や福祉にかかわる役場
や社会福祉協議会の職員が、地域の身近な場所にお伺い
して、子育てから介護まで福祉に関するさまざまなご相
談をお聴きしています。ご相談いただいた内容について
は、必要に応じて関係機関と連携を取りながら解決に向
けた支援を行います。もちろん、ご相談いただいた内容
については、必ず秘密を守りますのでご安心ください。
　「福祉について相談したいけれど、役場や社会福祉協
議会まで行けない…」、そんなお悩みをお持ちの方、ぜ
ひ「福祉なんでも相談」をご利用ください。

▼問合せ
　○地域包括支援センター　　　　　　☎ 492‐ 2716
　○岬町社会福祉協議会　　　　　　　☎ 492‐ 0633
　○いきいきネット相談支援センター　☎ 492‐ 2955

（単位：百万円）

※なお、本件につきましては岬町のホームページにも掲載しています。
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※くわしい内容は掲載ページをご覧ください。

※（　）内の数字は掲載ページまたは掲載号

平成 25（2013）年１月号

淡輪公民館休館日淡

生涯学習課（青少年センター・
文化センター）休館日

生

アップル館休館日ア
ピアッツァ５休館日ピ

日 月 火 水 木 金 土

30 31 １　元日 ２ ３ ４ ５
昔あそび（10） わらベうたで遊

ぼう！（10）

６ ７ ８ ９ 10 11 12
消防出初式

（12月号）
折り紙教室（10）

スッキリ体操・
栄養教室

心の健康相談
（12月号）

法律相談（19）
福祉なんでも相
談（５）

消費者相談（19）新春里海まつり
寒稽古フェスタ

（７）

13 14　成人の日 15 16 17 18 19
岬町成人祭

（11月号）
大阪ろうあ者成
人式（12月号）

行政相談、人権
相談、乳幼児育
児健康相談、相
続・遺言相談（19）
スッキリ体操・
栄養教室

福祉なんでも相
談（５）
「まつのき園」出
張相談（19）
幼児教室（13）

障がい者相談
（19）

グラウンドゴルフ
大会（７)

20 21 22 23 24 25 26
廃品回収（９） 特定検診、各種

がん検診等（11）
スッキリ体操・
栄養教室

BCG（11） 法律相談（19）
福祉なんでも相
談（５）
出張ほのぼのク
ラブ（13）
園庭遊び（13）

心の健康相談
（19）

岬自然散策会（７）
おはなし会（10）

27 28 29 30 31 １ ２
童謡をうたう会

（７）
スッキリ体操・
栄養教室

大阪法務局休日
相談（14）

1 月のカレンダー1 月のカレンダー

ア ピ 生 淡 ア

ア淡ア ピ 生

ア ピ 生淡 ア ピ 生淡 ア ピ 生淡

ア 生淡 ア ピ 生淡

※役場等の年始の休業日については、12月号の裏表紙（14ページ）をご覧ください。
ア ピ 生 淡 ア



7

イベント・催し情報

平成 25（2013）年１月号

　
２
月
２
日
ま
で
の
日
程
は

カ
レ
ン
ダ
ー(

６
ペ
ー
ジ)

に
掲
載
し
て
い
ま
す

　
岬
自
然
散
策
会

～
早
春
の
山
里
と

好
き
な
山
百
選
の
甲
山
～

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
童
謡
を
う
た
う
会

▼
と
き
　
１
月
27
日

（日）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～

▼
と
こ
ろ

　
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
５
　
ロ
ビ
ー

▼
指
導
　
辻
井
　
敏
子
先
生

▼
費
用
　
５
０
０
円

▼
申
込
・
問
合
せ

　
ま
ち
づ
く
り
住
民
会
議

　
　
勝
野
　
☎
492
‐
４
６
３
３

　
岬
町
ス
キ
ー
教
室

　
　
参
加
者
募
集

▼
日
程

　
２
月
８
日

（金）
～
10
日

（日）

▼
集
合
日
時
・
集
合
場
所

　
２
月
８
日

（金）
　
18
時

　
　
役
場
ま
た
は
町
民
体
育
館

▼
解
散
日
時
・
解
散
場
所

　
２
月
10
日

（日）
　
23
時
30
分
　

　
　
岬
町
役
場
、
町
民
体
育
館

※
交
通
事
情
に
よ
り
解
散
時
間

に
は
多
少
の
ず
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼
行
先
　
兵
庫
県
神
鍋
高
原
万

場
ゲ
レ
ン
デ

▼
宿
泊
先
　
民
宿
「
北
住
荘
」

　
☎
０
７
９
６
‐
45
‐
０
１
３
１

▼
食
事
　
９
日
朝・夕
、
10
日
朝

※
昼
食
及
び
10
日
夕
食
は
含
み

ま
せ
ん
。

▼
対
象
者
　
岬
町
在
住
、
在

学
、
在
勤
者
ま
た
は
岬
町
体
育

協
会
、岬
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

み
さ
き
タ
コ
ク
ラ
ブ
登
録
者

▼
参
加
費
（
リ
フ
ト
代
込
）

○
大
人
　
２
万
７
０
０
０
円

○
小
人
　
２
万
３
０
０
０
円

※
ス
キ
ー
レ
ン
タ
ル
料
は

３
０
０
０
円
／
２
日
が
別
途
必

要
（
希
望
者
の
み
）

2
月
の
イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
事
業

　
２
０
１
３
み
さ
き
タ
コ
カ
ッ
プ

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
と
き
　
１
月
19
日

（土）

　
正
午
～
午
後
４
時
30
分

※
午
前
11
時
30
分
受
付
開
始

２
０
１
３
新
春
里
海
ま
つ
り 

　
寒
稽
古
フ
ェ
ス
タ

　
　＂
海
に
吼
え
る
！
＂

▼
と
き
　
１
月
12
日

（土）

　
　
　
午
前
10
時
～

▼
と
こ
ろ

　
せ
ん
な
ん
里
海
公
園
潮
騒
ビ

バ
レ
ー
及
び
と
き
め
き
ビ
ー
チ

▼
内
容 

　
模
範
演
舞
（
剣
道
・

柔
道
・
太
極
拳
等
）、
バ
ン
ド

演
奏
、
と
ん
ど
焼
き
、
一
般
参

加
ゲ
ー
ム
（
宝
探
し
・
ビ
ン
ゴ

等
　
景
品
あ
り
）、
里
海
鍋
提

供
（
先
着
500
名
・
無
料
）、
災

害
用
備
蓄
米
、
模
擬
店
な
ど

▼
参
加
費
・
駐
車
料
金
　
無
料

▼
問
合
せ
　
せ
ん
な
ん
里
海
公

園
管
理
事
務
所

      

　
☎
494
‐
２
６
２
６

▼
そ
の
他

○
ス
キ
ー
教
室
開
催
中
の
事
故

は
保
険
の
範
囲
内
で
措
置
し
ま

す
。
そ
れ
以
外
は
一
切
責
任
を

負
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

○
小
学
４
年
生
～
中
学
生
ま
で

の
子
ど
も
だ
け
で
の
参
加
者
は

現
地
で
の
ス
キ
ー
講
習
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

▼
申
込
　
１
月
16
日

（水）
か
ら
生

涯
学
習
課（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
。

月
曜
・
祝
日
休
館
）
で
受
け
付

け
ま
す
。

※
定
員
に
達
し
次
第
終
了
し
ま

す
。
代
理
申
込
可
能
で
す
。
参

加
申
込
書
は
生
涯
学
習
課
に
あ

り
ま
す
。

※
申
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
必
要
で
す
。

▼
募
集
人
員
　
先
着
30
名
　

▼
主
催
　
岬
町
体
育
協
会

▼
共
催
　
岬
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
み
さ
き
タ
コ
ク
ラ
ブ

▼
主
管
　
岬
町
ス
キ
ー
連
盟

▼
後
援
　
岬
町
教
育
委
員
会

▼
問
合
せ

○
岬
町
ス
キ
ー
連
盟

　
上
村

　
☎
090
‐
３
４
８
５
‐
１
９
３
９

　
辻
下

　
☎
090
‐
９
０
５
０
‐
９
５
１
７

○
生
涯
学
習
課

　
☎
492
‐
２
７
１
５

※
午
前
10
時
に
降
雨
・
気
象
警
報

が
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
は
中
止

▼
と
こ
ろ

　
　
淡
輪
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
募
集
人
数
　
112
名

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

▼
対
象
者
　
大
人

▼
参
加
費
　
100
円（
保
険
代
等
）

　
※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

▼
申
込
用
紙
　
役
場
及
び
生
涯

学
習
課
（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

に
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
日

　
１
月
６
日

（日）
～
10
日

（木）

▼
そ
の
他
　
道
具
類
は
準
備
し

て
い
ま
す
が
、
個
人
で
お
持
ち

の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
催

　
岬
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
・
み
さ
き
タ
コ
ク
ラ
ブ

▼
協
力
　
淡
輪
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
愛
好
会

▼
申
込
先

　
み
さ
き
タ
コ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
FAX
　
494
‐
２
２
７
６

　
生
涯
学
習
課

　
　
☎
492
‐
２
７
１
５

▼
問
合
せ
　
高
垣

　
☎
090
‐
９
９
９
７
‐
３
３
４
８

▼
と
き
　
１
月
26
日

（土）

▼
集
合
場
所
・
時
間

○
淡
輪
駅
　
午
前
９
時

○
み
さ
き
公
園
前

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
10
分

○
岬
町
役
場
　
午
前
９
時
20
分

▼
行
先
　
西
畑
池
谷
～
猿
坂
峠

～
Ｍ
Ｂ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ
～
甲
山
～

東
畑
横
手
（
約
２
時
間
30
分
）

▼
参
加
費
　
200
円
（
バ
ス
代
）

※
一
般
参
加
者
は
保
険
代
と
し

て
別
途
300
円
が
必
要
で
す
。

▼
服
装

　
防
寒
用
服
装
・
帽
子
、
手
袋

▼
持
ち
物
　
弁
当
、
水
筒
な
ど

▼
申
込
　
１
月
19
日

（土）
ま
で

▼
申
込
先

　
尾
和
　
☎
492
‐
１
３
０
５

　
高
木
　
☎
492
‐
３
３
０
７

※
次
回
は
、
２
月
23
日

（土）
お
菊

寺
と
孝
子
越
街
道
（
阪
南
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
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川　柳　（岬川柳会）

愛
犬
に
ミ
ネ
ラ
ル
水
で
俺
水
道
　
　
　
　
稲
原
　
　
治

梅
ち
ゃ
ん
と
同
じ
昭
和
を
か
け
て
来
た
　
池
下
恵
美
子

夢
抱
き
リ
ハ
ビ
リ
励
む
車
椅
子
　
　
　
　
上
野
　
伸
子

立
ち
止
ま
り
少
し
寄
り
道
す
る
余
生
　
　
大
森
　
年
子

勲
章
は
今
珍
品
で
箱
の
中
　
　
　
　
　
　
小
川
　
悦
子

冬
気
配
母
の
回
忌
も
そ
ろ
そ
ろ
か
　
　
　
大
平
　
洋
子

球
根
に
芽
が
出
て
春
の
匂
い
待
つ
　
　
　
岸
本
　
令
子

犬
散
歩
彼
に
出
会
っ
て
ワ
ン
ダ
フ
ル
　
　
菊
池
　
　
寛

木
枯
ら
し
の
草
木
を
揺
ら
す
音
を
聞
く
　
黒
上
　
峻
史

鼻
唄
に
ジ
ョ
ー
ク
と
び
だ
す
至
福
ど
き
　
高
橋
　
茂
平

子
を
育
み
娘
や
さ
し
い
母
の
顔
　
　
　
　
辻
下
　
和
美

俳
　
句（Ｊ
Ａ
泉
州
女
性
会
岬
支
部
）

▼税務課

　11 月 15 日、泉佐野税務署で、㈱青木松風庵代表取締役社
長青木啓一さんと中濱善男さん（代理出席・中濱和美さん）
に泉佐野納税協会会長から感謝状が受贈されました。
　青木さんは、公益社団法人泉佐野納税協会理事として、申
告納税制度の推進と納税道義の高揚に努められるとともに、
納税協会の運営と事業の発展に貢献されました。
　中濱さんは、青色申告と振替納税の普及拡大に努められ、
申告納税制度の推進と納税道義の高揚に寄与されるととも
に、青色申告部会の発展に貢献されました。

左から順に、
　中濱和美さん、田代町長、青木啓一さん

受彰おめでとうございます受彰おめでとうございます受彰おめでとうございます受彰おめでとうございます

小学校図書購入費を
ご寄附いただきました

防災ラジオを寄贈していただきました

▼まちづくり戦略室　危機管理担当

▼教育委員会

朝
露
に
に
お
っ
て
き
そ
う
猪
の
足
跡
　
　
中
谷
　
覚
庵

文
明
が
進
ん
で
世
界
核
に
泣
く
　
　
　
　
福
田
　
冨
美

そ
ろ
そ
ろ
と
言
い
つ
つ
娘
は
四
十
す
ぎ
　
福
田
　
澄
恵

夢
を
持
ち
胸
に
希
望
の
灯
火
を
　
　
　
　
星
野
富
美
子

木
枯
ら
し
に
せ
か
さ
れ
な
が
ら
冬
支
度
　
細
川
　
清
一

駆
け
る
児
と
見
上
げ
た
空
に
雲
は
な
し
　
北
條
　
智
子

身
勝
手
も
善
意
の
影
に
許
さ
れ
る
　
　
　
松
尾
　
和
香

秋
の
虫
か
ぼ
そ
い
声
で
友
は
来
ぬ
　
　
　
八
木
　
圭
子

数
々
の
思
い
出
た
ど
り
旅
楽
し
　
　
　
　
吉
川
　
桜
琴

敬
の
字
を
大
事
に
し
た
い
世
に
生
き
る
　
渡
辺
　
貞
夫

少
し
だ
け
愛
を
分
け
て
よ
道
祖
神
　
　
　
八
十
田
洞
庵

日本赤十字社東日本大震災義援金

　国際ソロプチミスト大阪 ‐ りんくう様から各小
学校へ「図書の充実に活用してください」と図書購
入費として金５万円の寄附をいただきました。
　ありがとうございました。

平成 23 年３月に発生した東日本大震災の義援金とし
て、140 万円もの多額の義援金を被災地のためにお寄
せいただきました。
　義援金は被災各県への支援のため日本赤十字社大阪
府支部を通して贈呈致しましたことをご報告致します。
　また、多くの住民の皆様、企業・グループの方々か
らあたたかい善意とご協力をいただき、誠にありがと
うございました。

▼日本赤十字社大阪府支部岬町分区（地域福祉課）

　このたび、株式会社 HIT の従業員の皆様より

　10 月 30 日、大阪泉州農業協同組合設立
10 周年の記念にあたり、大阪泉州農業協同
組合様から防災ラジオを寄贈していただき
ました。ありがとうございました。
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俳
　
句（Ｊ
Ａ
泉
州
女
性
会
岬
支
部
）

閑
散
と
秋
冷
い
た
る
大
砲
跡
　
　
　
　
松
尾
美
津
子

秋
時
雨
分
水
嶺
を
ひ
と
ま
た
ぎ
　
　
　
三
倉
　
澄
子

冬
晴
れ
の
紀
淡
海
峡
と
び
一
羽
　
　
　
南
出
佐
代
子

濡
れ
縁
に
竹
下
駄
揃
え
白
障
子
　
　
　
八
十
田
正
代

冬
と
ん
び
国
の
行
く
末
決
め
か
　
　
　
岩
田
　
史
子

冬
霞
要
塞
跡
に
釘
付
け
り
　
　
　
　
　
亀
谷
　
芳
枝

色
づ
い
た
も
み
じ
に
早
々
小
雪
舞
う
　
坂
原
嘉
代
子

石
蕗
の
花
髭
の
貫
録
蜘
蛛
ぶ
ら
　
　
　
佐
藤
美
根
子

戦
争
の
お
ろ
か
さ
冬
の
鵙
わ
ら
う
　
ば
も
と
と
し
お▼淡輪小学校ＰＴＡ役員一同

淡輪小学校ＰＴＡ
廃品回収ご協力のお礼

　11 月 18 日に実施した廃品回収では、淡輪・孝
子地区の皆様のおかげでたくさんの廃品を集める
ことができました。ありがとうございました。
　この収益金は子どもた
ちのために有意義に活用
させていただきます。
　次年度もご協力をよろ
しくお願い致します。

緑４地区の
民生委員・児童委員
が委嘱されました

▼地域福祉課　

　平成 24 年 12 月１日付で、緑４地区の民生委
員・児童委員として
本川政江さんが、厚
生労働大臣の委嘱を
受けられました。委
員の任期は平成 25
年 11 月 30 日 ま で
の１年間です。

　前回の廃品回収時には、みなさまの多大なるご協力
のおかげでたくさんの廃品を集めることができまし
た。深く感謝いたします。廃品回収の収益金は子ども
たちのために有意義に活用させていただきます。今回
もご協力をよろしくお願いします。
▼実施日時　１月 20 日（日）午前８時～　※小雨決行
▼回収物　アルミ缶、ビール瓶、新聞紙、
　雑誌、段ボール、古着等
　ご協力いただける方は当日の朝、出してください。ま
た、牛乳パックはトイレットペーパーにリサイクルして
いますので、廃品回収時に出していただければ幸いです。
▼問合せ　多奈川小学校　☎ 495 ‐ 5028

多奈川小ＰＴＡ主催　第３回廃品回収
感謝状を贈呈しました
　12 月３日（月）、岬町の交通安全活動に
貢献された住本政明氏に、町長から感謝
状が贈られまし
た。長年にわた
る活動の労をね
ぎらい、今後の
岬町の交通安全
活動への協力を
お願いしました。 ▼住民生活課

南海電気鉄道㈱の
　亘

わたり

信
し ん

二
じ

社長と懇談しました
　12 月６日（木）、南海電気鉄道㈱の亘信二社
長が岬町を訪問されました。町長は、沿線の町

として共存共栄
のまちづくりを
願い、深日港再
生や観光構想な
どについて懇談
し情報交換を行
いました。

▼まちづくり戦略室　秘書人事担当
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昨年の訓練の様子

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
、
現
存

す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物

で
あ
る
法
隆
寺
の
金
堂
か
ら
出

火
し
、
世
界
的
至
宝
と
言
わ
れ

た
十
二
面
壁
画
の
大
半
が
焼
失

し
ま
し
た
。

　
神
社
等
の
建
造
物
、
仏
像
、

絵
画
等
の
美
術
工
芸
品
、
古
く

か
ら
伝
わ
る
民
芸
品
等
の
文
化

財
は
長
い
年
月
の
間
、
我
々
の

祖
先
が
守
り
伝
え
て
き
た
貴
重

な
国
民
的
財
産
で
す
。
こ
れ
ら

の
財
産
を
火
災
・
震
災
そ
の
他

の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
昭
和

30
年
に
１
月
26
日
を
「
文
化
財

防
火
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
消
防
署
と
消
防
団
・
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年
こ
の
日

を
中
心
に
町
内
の
文
化
財
の
消

防
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
淡
輪
地
区
船
守
神
社

に
て
実
施
予
定
で
す
。
こ
れ
ら

毎
年
1
月
₂₆
日
は

 ﹁
文
化
財
防
火
デ
ー
﹂

住
宅
防
火
診
断

　
住
宅
火
災
に
よ
り
、
毎
年
多

く
の
高
齢
者
が
亡
く
な
ら
れ
て

い
ま
す
。
住
宅
火
災
を
防
ぐ
た

め
、
岬
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連

合
会
と
岬
消
防
署
は
各
種
団
体

の
協
力
を
得
て
、
高
齢
者
宅
を

訪
問
し
防
火
診
断
を
行
い
ま
す
。

▼
実
施
時
期
　
１
月
～
２
月

▼
実
施
地
区
　
深
日
地
区

▼
対
象
世
帯
　
お
お
む
ね
75
歳

以
上
の
方
の
み
が
居
住
す
る
世

帯
の
う
ち
、
希
望
す
る
世
帯

▼
問
合
せ
　
岬
消
防
署

　
☎
492
‐
０
１
１
９

　阪南岬消防組合は、新型の水槽付消防ポンプ自動車を岬消防署に配置
し、平成 24 年 11 月 22 日から運用を始めました。この水槽付消防ポン
プ自動車は、従来と同じ 2000 リットルの水を積載でき、さらに夜間の
消火・救助活動に有効な全方位型照明装置を搭載しています。また、積
載スペースも大きくなったので、より多くの消火・救助器具を積載でき、
幅広く災害に対応できるようになりました。

　▼問合せ　岬消防署　☎ 492 ‐ 0119　

新しい水槽付消防ポンプ自動車を導入しました

の
文
化
財
を
災
害
か
ら
守
り
、

継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

本の紹介本の紹介本の紹介本の紹介本の紹介本の紹介本の紹介本の紹介本の紹介本の紹介本の紹介本の紹介本の紹介本の紹介本の紹介

図書だより図書だより

▼問合せ　☎・FAX　492 ‐ 6050
※午後 1 時～５時開館、月曜・火曜休館

アップル館からお知らせ
　今年は巳年です。へびがでてくる絵本を展示しています。
▼昔あそび（こままわし・まりつき他）
　　１月４日（金）午後２時～３時
▼わらべうたで遊ぼう！　１月５日（土）
　午後 3 時～ 3 時 30 分　乳児（0 ～ 1 才）対象
▼折り紙教室　１月６日（日）午後２時～３時
▼おはなし会
　１月 26 日（土）　午後３時～３時 30 分
※淡輪公民館図書室、大阪府立中央図書
館へのリクエストを受け付けていますの
でご利用ください。

新しい水槽付消防ポンプ自動車

☆コンカツ？　　　　　　著者：石田　衣良
☆相田家のグッドバイ　　著者：森　博嗣
☆けむたい後輩　　　　　著者：柚木　麻子
☆とにかくうちに帰ります
　　　　　　　　　　　著者：津村　記久子
☆マルセル　　　　　　著者：髙樹　のぶ子

※淡輪公民館では大阪府立中
央図書館より本の貸出を受け
ています。公民館にない本、
貸出中の本もリクエストして
下さい。
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健 康 ス ケ ジ ュ ー ル

事業名 対象・定員等 日時・受付 その他

BCG 生後３か月～６か月未満 1 月 22 日（火）
午後２時～２時 30 分

○ BCG は４か月児健診、離乳
食講習会と同時開催で、母子健
康手帳の受付は正午からです。

○大腸がん検診、肝炎ウイルス
検査、乳がん検診以外は予約が
必要です。

○特定健診・各種がん検診に
ついては有料ですが、生活保
護世帯、もしくは 70 歳以上の
方は無料になります。詳しく
はお問い合わせください。

○「保健師健康相談」、「乳幼
児育児健康相談」は「各種相談」
のページ（19 ページ ) に掲載
しています。

○毎月 10 日までの健康スケジ
ュールは前月号に掲載してい
ます。くわしくは「平成 24 年
度健康づくり日程表」でお知
らせしていますので、1 年間大
切に保管して健康づくりにお
役立てください。

特定健診
国保若年特別健診
後期高齢者健診
結核肺がん検診

肝炎ウイルス検査
歯科健診

●特定健診
　国保加入者で 40 歳～ 74 歳
の方、または満 40 歳以上の
生活保護世帯の方
●国保若年特別健診
　Ｓ48.４.１以降に生まれた
方で満 15 歳以上の国保加入者
●後期高齢者健診
　後期高齢者医療の対象者
●結核肺がん検診
　満 40 歳以上
●肝炎ウイルス検査
　満 40 歳以上（初回に限る）
●歯科健診　満 15 歳以上

１月 21 日（月）
　午前９時 30 分

～ 11 時 30 分　

大腸がん検診 満 40 歳以上

１月 21 日（月）
午前９時 30 分～ 11 時 30分
２月４日（月）
午前９時30分～午後２時30 分

胃がん検診 満 40 歳以上（要予約） １月 21 日（月）
午前９時30 分～ 11 時

乳がん検診 満 40 歳以上（２年に１回）
２月４日（月）
午前９時30分～11時30分
午後１時～２時 30 分

子宮がん検診 満 20 歳以上（要予約） ２月４日（月）
午後１時 30 分～２時 30 分

献血　～ 400ml 献血にご協力を ～

▼日時　２月７日（木）
　午前 10 時～正午、午後１時～４時
▼対象　400ml 献血は男性 17 歳～ 69 歳、女性 18 歳～ 69 歳。
65 歳以上の方は、60 ～ 64 歳の間に献血経験のある方に限り
ます。
▼場所　岬町役場
▼協力　岬町商工会
▼その他　輸血を受けられる患者さんの安全性を高めるため、
現在 400ml の献血の需要が高まっています。採血基準の改正
により、男性に限り 400ml 献血は 17 歳か
らに変更されています。ご理解とご協力を
お願いします。
▼問合せ　保健センター　☎ 492 − 2424岬町教育委員会

毎月８日は

「こども安全デー」

です！

毎月８日は

「こども安全デー」

です！

　町内のこどもを犯罪か
ら守るため、みなさまの
ご協力をお願いします。

※地域安全ボ
ランティアの
　登録は随時
　　受付して
　　　います。
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祝・泉州国際市民マラソンが20周年を迎えます！祝・泉州国際市民マラソンが20周年を迎えます！

◆プレイベント
（泉州リレーマラソン＆いずみさのウォーク）

▼とき　２月３日（日）　※８時受付開始
▼ところ　りんくう公園
▼種目
○ 20km リレーマラソン（30 チーム）　
　※１チーム４～10名。一般の部とキッズの部あり。
○ウォーキング（10km、150 名）
▼参加費（１人あたり）　
○リレーマラソン
　大人　2500 円　　小学生以下　1000 円
○いずみさのウォーキング　800 円
▼申込期間
　１月７日（月）～ 21 日（月）
　　平日 10 時～ 18 時　※先着順
■同日開催：記念イベント
▼とき　12 時 30 分～
▼ところ　スターゲイトホテル関西エアーポート
※女子レスリング金メダリストの吉田沙保里さんに
よるトークショーや、抽選会等があります。
▼問合せ
　報知新聞大阪本社・事業部内大会事務局
　　☎ 06 ‐ 7732 ‐ 2016

昨年に続いて、震災等被災地支援チャリティーマラソンとして実施します。

　平成６年２月、関西国際空港の開港記念事業として、『泉州はひとつ』を合言葉に第１回大会が開催さ
れてから、今大会で記念すべき 20 年を迎えます。
　実行委員会では、20 周年記念に相応しい内容を企画し、参加選手をはじめ各沿道及び来場者の方々が、

『見て楽しい・参加して楽しい』そして、「いつまでも記憶に残る」大会に向け、有名タレントによるマラ
ソン応援隊など多彩なイベント等を予定しています。

◆記念事業

▼大会当日　２月 17 日（日）
○浜寺公園（スタート会場）
　吉本タレント（オール阪神・間寛平等）の応援
及び人気タレント６名によるリレーマラソン
○堺～泉南・各沿道
　沿道随所に間寛平・阪神等の激励・応援隊
○りんくう公園（フィニッシュ会場）
　親子ランニング、ジャンケン大会、ドッキリ賞、
９市４町・協賛企業等の物産・商品展示販売、大
抽選会、トークショー・泉州ゆるキャラ出演等
▼大会前日　２月 16 日（土）
○ 20 周年記念式典
　表彰式等、記念講演（間寛平氏「アースマラソ
ン」）、レセプション（神野美伽、高石ともや等の
出演）
▼問合せ
　泉州国際市民マラソン事務局　☎ 436 ‐ 3440

▼コース
　堺・浜寺公園～泉佐野・りんくう公園（42.195km）
　※日本陸連公認コースです。
▼制限時間　５時間以内
▼参加選手（一般・招待選手等）　約 5000 名
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ほのぼのクラブ
親子交流・仲間づくりの場

ほのぼのクラブ
親子交流・仲間づくりの場

ＩＮ　望海坂第一集会所
▼問合せ
　保健センター　☎ 492－ 2424
▼時間
　午前 10時 30分～ 11時 30分
▼わらべ唄遊び・絵本の紹介
　１月 23日（水）
▼育児相談
　２月 13日（水）
▼参加費
　４月以降平成 25年
３月までの間に１家族
につき１回のみ 300
円をご負担ください。
以降は無料です。

◆園庭遊び　
▼内容　園庭遊び・子育て相談（身体計測あり）
▼とき　１月 23日（水）　10：00～ 11：00
　※雨天中止
▼ところ　淡輪・深日・多奈川各保育所
▼持ち物　着替え・帽子・お茶・タオル

▼問合せ　淡輪保育所　☎４９４－３５６７

地域の子育て応援します！地域の子育て応援します！

◆幼児教室
▼とき　１月 16日（水）10：30～ 11：30
　※警報発令時中止
▼ところ　子育て支援センター
▼内容　お正月あそび　
▼持ち物　着替え・お茶・タオル
▼対象　１歳児～就学前児

安心・安全な産婦人科・周産期医療を目指して！
泉州広域母子医療センターからのお知らせ

　平成 24 年８月、泉州広域母子医療センターは、フルオープンしてから丸４年を
迎えました。当時は、南泉州地区の産婦人科医療は崩壊寸前の状況にあり、このた
め近隣市町（貝塚市・泉佐野市・熊取町・田尻町・泉南市・阪南市・岬町）が協力
して産婦人科医療の安定確保に乗りだしたのが、この「泉州広域母子医療センター」
です。
　泉州広域母子医療センターでは、入院診療と外来診療を実施しています。
　入院診療は、婦人科については婦人科医療センターとして市立貝塚病院に、産科に
ついては周産期センターとしてりんくう総合医療センターに機能を集約しています。
　また、外来診療は両センターで行っています。
　産科である周産期センターでは、24 時間 365 日、産科医を２人以上、新生児専

▼問合せ　地方独立行政法人りんくう総合医療センター　産婦人科外来・６階山側病棟　☎ 469 ‐ 3111
※詳しくはホームページをご覧ください　http://www.rgmc.izumisano.osaka.jp

産後食のお祝い膳の例

門の小児科医を１人以上待機させていますので、高いリスクを抱え
た患者も安心で安全なお産をすることが可能です。また、正常妊娠・
正常分娩の方にも分娩・育児していただくため、助産師外来の拡充、
４Ｄ超音波の導入、マタニティヨガやオイルマッサージなどを取り
入れ、さらに産後食としてお祝い膳もご用意しています。
　なお、前記の近隣市町にお住まいの方は、他地域にお住まいの方
より安い料金設定となっています。
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◆大阪法務局休日相談所
　登記・供託・戸籍・国籍・人
権について、あなたの悩みを相
談してみませんか。法務職員が
解決します。
※相談無料・予約不要
▼とき　２月２日（土）
　午前 10 時～午後５時
※受付は午後４時 30 分まで
▼ところ　大阪法務局本局
▼問合せ　大阪法務局民事行政
調査官室　☎ 06 ‐ 6942 ‐ 9452

◆放送大学
　　４月入学生募集
　放送大学はテレビなどの放送
により授業を行う通信制の大学
です。働きながら学んで大学を
失業したい、学びを楽しみたい
など、さまざまな目的で、幅広
い世代の方が学んでいます。
　ただいま平成 25 年４月入学
生を募集しています。
　詳しい資料を無料で送付いた
しますので、お気軽にお問い合
せください。
▼出願期間
　平成 25 年２月 28 日まで
　※インターネットでも出願で
きます。
▼資料請求・問合せ
　放送大学大阪学習センター
　〒 543 ‐ 0054　大阪氏天王
寺区南河町４ ‐ 88
　☎ 06 ‐ 6773 ‐ 6328
　FAX　06 ‐ 6773 ‐ 6322
▼放送大学ホームページ
　http://www.ouj.ac.jp
▼大阪学習センターホームページ
　http://www.osaka-ouj.jp/

その他

☆どんな事件・事故ですか？
☆どこでありましたか？
☆いつごろありましたか？
☆犯人の特徴は？
　　（性別・人相・服装など）
☆今、どうなっていますか？
　　（被害の状況・事故の様子）
☆あなたの住所・名前・電話番
号は？

◆泉南警察署からお知らせ
■１月10日は「110番の日」

▼問合せ
　泉南警察署　☎ 471 ‐ 1234

あわてずに
落ち着いて

話してください

◆医療従事者の従事者
　届出のお知らせ
　平成 24 年 12 月 31 日現在の
就業状況について、医師・歯科
医師・薬剤師の免許所持者は最
寄りの保健所へ、保健師・助産師・
看護師・准看護師・歯科衛生士・
歯科技工士で業務に従事してい
る人は主な従事先を管轄する保
健所へ届け出てください。
▼期間
　１月４日（金）～ 15 日（火）
※用紙は泉佐野保健所で配布し
ます。
▼問合せ　泉佐野保健所

　☎ 462‐7701　

　ボランティア活動やみんなで取り組んでいる活動など、みな
さんの活動を「岬だより」でご紹介します。自薦・他薦は問い
ません。
▼募集期間　随時（ただし、掲載は原則として受付順）
▼募集要領　次の事項を 600 字以内にまとめて、郵送または
ご持参ください。
①活動されている個人又はグループ名（代表者の氏名・連絡先
　電話番号）
②活動内容の紹介（始めた時期、動機、
　構成人数、活動場所・時期、内容な
　どのほか、特に PR したいことなど）
③活動の紹介写真（１～２枚）
※同じ内容で複数回掲載することはできません。
▼応募・問合せ
○〒 599 ‐ 0392
　役場まちづくり戦略室　企画地域再生担当　宛
○メールアドレス　jouhou@town.osaka-misaki.lg.jp
○☎ 492 − 2775

みなさんの活動を
「岬だより」で紹介しませんか？

みなさんの活動を
「岬だより」で紹介しませんか？

楽しい記事を
お寄せください。
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町営住宅入居者募集
▼募集住宅
○ 多奈川小田平住宅…１戸　　○多奈川平野北住宅…２戸
※いずれも３LDK。
▼募集区分及び戸数
●一般世帯対象…１戸（小田平住宅）
●新婚・子育て世帯対象…２戸（平野北住宅）
※なお、募集区分において、どちらかの区分の応募が募集戸数を下回
　った場合は、対象戸数を変更することがあります。
▼応募者資格　各募集区分ごとに、次のすべての条件を満たす方
●一般世帯対象
①現在、住宅に困窮している方
　※持ち家のある方は、原則として申し込みできません。
②平成 24 年 12 月１日現在、岬町内在住または在勤の方
③現に同居者があり、同居者を含む入居人数が３名以上である方　
　※ただし、単身の方でも公営住宅法の単身入居者資格に該当すれば
　申し込みできます。詳しくはお問い合わせください。
④岬町営住宅条例で規定されている収入基準に適合する方
⑤家賃の支払い能力のある方　　⑥連帯保証人のある方
⑦応募者及び同居者が暴力団員でない方
　※暴力団員とは暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律
　第２条第６号に規定する者をいいます。
●新婚・子育て世帯対象　一般世帯対象応募者資格の①、②及び④～
　⑦のすべての条件を満たし、かつ、次の各募集区分条件を満たす方
○新婚世帯対象
　①既婚の方　平成25年１月18日現在で婚姻の届出から２年以内の方
　②婚約中の方　入居する日までに婚姻の届出をすることができる方
○子育て世帯対象　小学生以下の同居者がある親族で、同居者を含
　む入居人数が３名以上である方
▼選考方法　公開抽選。ただし、平成 23 年度以前の過去３年間に
　小田平、平野北住宅に申し込み、落選した方については抽選倍率
　の優遇措置があります。
▼入居予定　３月中旬以降
▼応募期間　１月７日（月）～ 18 日（金）
▼申込用紙の配付場所　次の窓口で応募期間中配付します。
　※いずれも土日・祝日は除く。
○役場建築課　住宅管理係　☎ 492 － 2736（９時～ 17 時 30 分）
○岬町人権多奈川地域協議会　☎ 492 － 3270（９時～ 17 時）
○岬町人権淡輪地域協議会　☎ 494 － 1508（９時～正午）
▼申込先・問合せ
　建築課　住宅管理係　☎ 492 － 2736（執務時間内）

募　集
◆南泉州で農業体験！！
　参加者募集
　華やいで大阪・南泉州観光キ
ャンペーン推進協議会では、こ
の冬農業体験＆観光ツアーイベ
ントを開催します。
▼開催日　２月 23 日（土）
　※小雨決行
▼集合
○泉佐野駅　午前８時 45 分
○日根野駅　午前９時
▼行程　泉佐野駅→日根野駅→
キャベツ畑（収穫体験）→貝塚
ほの字の里（昼食）→岸和田城
及びだんじり会館→南海岸和田
駅及びＪＲ阪和線東岸和田にて
16 時頃解散予定
▼参加費
　大人・子ども一律 1500 円
※小学生未満は参加不可
▼申込方法　参加者の住所、氏
名、年齢、電話番号（携帯可）、
希望する乗車予定場所を記入の
上、次の申込先へハガキ・ＦＡ
Ｘ・メールで申込み下さい。応
募多数の場合は抽選の上、参加
券を郵送いたします。
▼申込期限　１月 31 日（木）
※当日到着分まで有効
▼定員　42 名（１申込に付き
４名まで）
▼申込先
○ハガキ　〒 590 ‐ 0592
　泉南市樽井１丁目１番１号
泉南市産業振興課内 華やいで
大阪・南泉州観光キャンペーン
推進協議会事務局
○ FAX 483 ‐ 0206
○ sinkou@city.sennan.lg.jp
▼問合せ　泉南市産業振興課

　☎ 483 ‐ 8191　
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◆高齢者の所得税・住民税
　の障害者控除等
　障害者手帳の交付がない場合
でも、要介護認定（要介護1～5）
を受けている場合など日常生活
に介助が必要な人は、障害者控
除の対象となります。確定申告
時に高齢福祉課が発行する「障
害者控除対象者認定書」が必要
です。また、介護保険の認定を
受けられて、昨年、「おむつ代
の医療費控除」を受けた人は、
2 年目から医師が発行したおむ
つ使用証明書に代えて、高齢福
祉課が発行する「確認書」でも
控除が受けられます。いずれも
高齢福祉課で申請手続きが必要
です。
▼問合せ
　高齢福祉課　☎ 492 ‐ 2703

◆医療・介護ベッドを安全
　にお使いいただくために
　医療・介護ベッドのサイドレ
ールやベッド用グリップによる
挟み込み事故が全国で報告され
ています。挟み込みが起きない
ように、すき間をクッション材
や毛布などで埋めるようにしま
しょう。介護保険でベッドをレ
ンタルされている方は、必ず福
祉用具貸与事業所に確認しても
らいましょう。
▼問合せ
　高齢福祉課　☎ 492 ‐ 2703

後期高齢者医療
◆高額医療・高額介護
　合算制度
　「高額医療・高額介護合算制
度」とは、世帯内の後期高齢者
医療制度の被保険者全員が、１
年間（毎年８月１日～翌年７月
末）のあいだに支払った医療と
介護の自己負担額の合計が限度
額を超えた場合、その超えた額
を支給される制度です。
　平成 25 年１月下旬頃に、平
成 23 年８月１日～平成 24 年
７月 31 日までに支払った自己
負担額について支給の対象とな
る方に対して、お知らせと支給
申請書をお送りしますので、必
要事項を記入・押印のうえ、大
阪府後期高齢者医療広域連合に
返送していただくか、保険年金
課まで申請してください。

◆防犯速報
　～還付金詐

さ ぎ
欺が

　　　急増しています！～
　役場や社会保険事務所の職員
を名乗り、医療費の還付金を装

よそお

って、現金を騙
だま

し取る事件が多
発しています。
　ATM（現金自動預払機）で
還付金を受け取ることは絶対に
ありません！
　「0120‐○○に電話して・・・」
や「ATM に行って・・・」と
いった電話がかかってきたら、
詐欺の可能性が高いので警察や
役場にご相談ください。
▼問合せ
　保険年金課　☎ 492 ‐ 2705

　
　

関空NEWS

▼問合せ
○大阪府後期高齢者医療広域連
合給付課　☎ 06‐4790‐2031
○保険年金課　☎ 492 ‐ 2705

「エジプト航空フェア」 開催中！

　関空展望ホール「Sky View」では 1 月 31 日（木）まで「エ
ジプト航空フェア」を開催中！
　エジプト航空の紹介ほか、古代文明を舞台に遊んで学ぶ新
感覚のサイエンス企画展、「ピラミッドサイエンス」を開催。
エジプトの神秘を楽しく理解できる体験型イベントです。ぜ
ひお越しください！
▼とき　1 月 31 日（木）まで　
　※「ピラミッドサイエンス」は 1 月 6 日（日）まで
▼ところ　関空展望ホール「Sky View」メインホール３階
　　　　　スカイミュージアム
▼内容　①「エジプト航空」展示紹介コーナー（※入場無料）
　　　　②エジプト考古学者　吉村作治教授　監修
　　　　　「ピラミッドサイエンス」（※お一人様 /300 円）
▼問合せ　関空展望ホール「SkyView」 　　 ☎ 455 ‐ 2082

高齢福祉
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◆税務署からお知らせ
■公的年金等受給者の方へ
　公的年金等の収入金額の合計
額が 400 万円以下（複数から
受給されている場合は、その合
計額）で、かつ、公的年金等
に係る雑所得以外の所得金額
が 20 万円以下である場合には、
所得税の確定申告が不要です。

（平成 23 年改正）
　この場合でも、所得税の還付
を受けるためには、確定申告書
を提出する必要があります。
　所得税の確定申告が不要で
も、住民税の申告が必要になる
場合があります。
▼問合せ
　泉佐野税務署　☎ 462−3471

20 歳になったら国民年金
　国民年金は、日本国内に住んでいる 20 歳から 60 歳未満の方が被保険者となり、やがて訪れる老
後の所得保証だけでなく、障害や死亡といった不慮の事態により生活の安定が損なわれることのな
いよう、みんなで保険料を納めてお互いを支えあう制度で、20 歳になれば国民年金第１号の加入手
続きが必要となります。
▼国民年金加入の手続きとその流れ
① 20 歳の誕生月の前月に、日本年金機構から「国民年金資格取得届」が送付されますので、お住ま
いの市町村役場もしくはお近くの年金事務所に提出してください。なお、20 歳になられた時点で厚
生年金や共済年金に加入している場合は資格取得届の提出は必要ありませんが、その旨をお近くの
年金事務所にお知らせいただく必要があります。また、今すぐに保険料を納めるのが困難な場合に
は「若年者納付猶予制度」や「学生納付特例制度」を同時に申請することができます。ただし、学
生納付特例制度を利用する際には、学生であることの証明が必要です。
②「年金手帳」が届きます。年金手帳は保険料の納付状況の確認や将来年金を受け取る際に必要で
すので、大切に保管してください。
③「国民年金保険料納付書」についても送付されますので、保険料を
納めてください。保険料はお近くの金融機関やコンビニエンスストア
での納付だけでなく、口座振替やクレジット納付も可能です。また、
早めにお支払いただく「前納制度」をご利用いただくことにより、保
険料が割引される制度もあります。
※さらに詳しい手続き等については、お近くの年金事務所やお住まい
の市町村役場にお問合せください。
▼問合せ　貝塚年金事務所　☎ 431 − 1122　　保険年金課　☎ 492 − 2705

◆課税は１月１日現在の所有者に対して行われます
　土地・家屋を取得したり、家屋を新築した
りした場合は、翌年度から固定資産税が課税
されます。家屋を新築したり、増改築をした
ときなどは、税務課へ届出をしてください。
※登記申請をした人は届出の必要はありません。

固定資産税のお知らせ固定資産税のお知らせ

◆家屋を取り壊したときは届出が必要です
　家屋を取り壊した場合は、その家屋部分にかかる固定資産税
は、翌年度から課税されなくなります。必ず税務課に届出をし
てください。届出をしないと、引き続き固定資産税が課税され、
ご迷惑をおかけする場合があります。

▼問合せ　税務課　☎ 492−2757　
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人 の 動 き

平成 24 年 12 月１日現在

世帯数
人　口   
　男　
　女

   ７，８１７ 
１７，４２０人
   ８，１８４人
   ９，２３６人

（＋　５）
（－　９）
（－　３）
（ー　６）

前月比
▼確定申告に関する
　お問合せは

　泉佐野税務署まで
　☎ 462－ 3471（代表）

相談日 相談の対象 申告書等の収受 開設時間

２月７日（木）～８日（金）
サラリーマ
ン・年金受
給者の還付
申告

○

午前 10 時
　～午後４時

（正午～午後１時の
間は相談を行って
いません）
※会場の受付は混
雑状況等により早
めに締め切らせて
いただく場合があ
ります。

２月 12 日（火）～15 日（金）

２月 16 日（土）～17 日（日）
この期間のみ譲渡所得・贈与
税・相続税の相談を行いま
す（税理士による無料相談）。

２月 18 日（月）～20 日（水） 所得税の
確定申告 ○

◆イオンモールりんくう泉南（２階イオンホール）での申告・相談の受付・相談日等

◆平成 24 年分の確定申告用紙は、平成 25 年１月末頃に発送予定です。
◆確定申告は「確定申告書等作成コーナー」と「e-Tax」のご利用を！
▼国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp　　▼「e-Tax」ホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp

相談日 相談時間 場　所 備　　考

２月４日（月）
～５日（火）

○午前の部
　午前 10 時～正午
○午後の部
　午後１時～４時

住民活動センター
※相続税、贈与税、土地・建物・株式等の譲渡所
　得の相談は行っていません。
※混雑状況により入場できない場合や受付を早め
　に締め切らせていただく場合があります。

◆岬町役場での確定申告の受付・相談日等

税 平成 24 年分　所得税（国税）確定申告について
岬町役場での事前相談会は、２月４日、５日の二日間です！

▼申告に必要なもの
○印鑑
○確定申告書 、前年の確定申告書の控え
○通帳（還付申告の方）
○源泉徴収票（給与・公的年金等）
○平成 24 年中に支払った社会保険料（国保・年金・
　後期高齢・介護保険料等）の領収書等
○生命保険料、地震保険料控除のための証明書等
○所得金額を計算するために必要な帳簿・証明書
○医療費控除に必要な領収書等（事前に集計してお
　いてください）

岬町役場

本庁舎

水道庁舎

深日港駅

府　　道

住民活動
センター
住民活動
センター

事前相談
会場

　平成 24 年分の所得税の確定申告の相談及び申告の受付は、平成 25 年 2 月 18 日（月）～３月 15 日（金）
までとなっています。税務署では確定申告書の記入にあたって「自書申告」を推進しています。納税者
自身がご記入のうえ提出願います。確定申告期間に先立って、税理士による公的年金受給者・還付申告
を対象に申告相談・受付を行います。岬町役場での受付は２月４日（月）～５日（火）の２日間となり
ます。早めに申告いただければ、還付も早くなります。ぜひ、この申告相談日をご利用下さい。
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各 種 相 談各 種 相 談各 種 相 談 ※くわしくはお問い合わせください。

相談業務名 日時等 場所・予約・問合せ

◆法律相談（予約制） 1 月９日（水）・23 日（水）
午後２時～５時（定員６名）

役場住民活動センター
まちづくり戦略室　☎ 492 − 2775

◆行政相談 1 月 15 日（火）
午前 10 時～正午

役場相談室
まちづくり戦略室　☎ 492 − 2775

◆障がい者相談

■役場相談室（要予約）
　1 月18 日（金）午後１時 30 分～３時
■「まつのき園」相談室
　平日８時 45 分～ 17 時
※来所・訪問・電話・ＦＡＸ・メー
ル等で対応。なお、緊急の電話対応は、
相談員が 24 時間対応。
■「まつのき園」 出張相談（要予約）
　1月16日（水）午後１時30分～４時

■役場相談室
　地域福祉課　☎ 492 − 2700
■「まつのき園」相談室
　☎ 471 − 6863 ／ FAX471 − 6868
　メールアドレス
　　soudan@helenkeller.jp
■「まつのき園」 出張相談
　役場相談室
　地域福祉課　☎ 492 − 2700

◆介護相談

■岬町地域包括支援センター
　土日祝日以外
　午前９時～午後５時 30 分
■在宅介護支援センター淡輪園
　年中無休・24 時間体制

■岬町地域包括支援センター
　高齢福祉課　☎ 492 − 2716

■在宅介護支援センター淡輪園
　☎ 494 − 0789

◆教育に関する相談 月～金曜日（祝日は除く）
午後１時 30 分～３時 学校教育課・指導課　☎ 492 − 2719

◆消費者相談 1 月 11 日（金）
午後１時～４時

役場監査委員室
産業振興課　☎ 492 − 2749

◆人権相談

■役場監査委員室
　１月 15 日（火）
　午後１時 30 分～３時
■岬町人権協会多奈川事務所
　（文化センター内）
　月・火・木曜日（祝日は除く）の
午前９時～午後５時
■岬町人権協会淡輪事務所
　（淡輪地域協議会）
　水・金曜日（祝日は除く）の午前
９時～午後５時

■役場監査委員室
　人権推進課　☎ 492 − 2773

■岬町人権協会多奈川事務所
　（文化センター内）
　　☎ 492 − 3270

■岬町人権協会淡輪事務所
　（淡輪地域協議会）
　　☎ 494 − 1508

◆総合生活相談 月～金曜日（祝日は除く）の
午前９時～午後５時 文化センター　☎ 492 − 0304

◆地域就労支援相談 月～金曜日（祝日は除く）の
午前９時～午後５時 地域就労支援センター　☎ 492 − 0341

◆障がい者就労・生活相談 月～金曜日（祝日は除く）の
午前９時～午後５時

NPO 法人障害者自立支援センター
　☎ 463 − 7867 ／ FAX463 − 7890

◆保健師健康相談 月～金曜日（祝日は除く）の
　午前９時～午後５時 30 分 岬町立保健センター　☎ 492 − 2424

◆心の健康相談（予約制）１月 25 日（金）　午後１時～４時 岬町立保健センター　☎ 492 − 2424

◆乳幼児育児健康相談 １月 15 日（火）・２月４日（月）
午前 10 時～正午 岬町立保健センター　☎ 492 − 2424

◆育児相談 月～金曜日（祝日は除く）の
午前 10 時～午後４時 30 分 子育て支援センター　☎ 492 − 1350

◆療育相談 月～金曜日（祝日は除く）の
午前 10 時～午後４時 30 分 こぐま園　☎ 492 − 1131

◆相続・遺言相談（予約制）１月 15 日（火）午後１時～４時
※行政書士による相談を行います。

岬町立保健センター　
まちづくり戦略室　☎ 492 − 2775
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淡輪第11自治区主催　防災・消防訓練

○参加人数
　岬町危機管理課　２名
　阪南岬消防署　　３名
　淡輪消防団　　　10 名
　住民　　　　　　57 名

　平成 24 年 11 月４日、淡輪 11 区自治区児童公園にて防災・
消防訓練が実施されました。参加者のみなさまのご協力のお

かげで、事故もなく無事に訓練
を終えることができました。
　自分たちの地域を守るのは地
域住民です。今回の地域自主防
災・消防訓練で「いざ」という
ときのための心構えができたの
ではないかと思います。

平成 25年度学童保育入室申込のご案内

平成 25年度から
小学６年生まで拡充

されます。

　４月からの学童保育室入室申込みの受付を行いますので、利用
を希望される方は、次の要領によりお申込みください。なお、現
在、学童保育室を利用している児童も申込みが必要です。

▼学童保育室の概要

※多奈川小学校に在籍されている児童については、深日学童保育室での合同保育となります。多奈
　川小学校から深日小学校までは送迎を行いますのでご利用ください。

▼問合せ　子育て支援課　☎ 492 ‐ 2709  　

名称 場所 定員 開設時期・時間・休室日等 保育料等

淡輪学童保育室 淡輪小学校 90 名
▼開設期間
　４月1日～平成26年３月31日
▼開設時間
○登校日　授業終了後～ 19 時
○休校日　８時 30 分～ 19 時
▼休室日   日曜日、国民の祝・休日、
  　　　　 年末年始

▼保育料
　月額 5,200 円
　　※減免制度有
▼おやつ代等
　　月額 1,600 円
▼傷害保険料（※）
　　年額 800 円

深日学童保育室 深日小学校 30 名

▼入室できる基準
　４月より小学校（視覚支援・聴覚支援・支援学校を含む）１年
生から６年生までに在籍し、保護者が労働または疾病等の理由で
昼間家庭にいない児童。
▼受付（申請書類は子育て支援課・町内各保育所にあります）
○期間　１月 15 日（火）～ 31 日（木）※土・日・祝を除く
○時間　９時～ 17 時 30 分（各保育所は８時 30 分～ 17 時まで）
○場所　子育て支援課または、町内各保育所

※傷害保険料は入室申込の際に徴収させていただきますので、つり銭のいらないようにご協力をお
　願いします。
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